
土砂災害警戒避難確保計画（案）～災害対応編～[施設名：特別養護老人ホーム シリウス]

【土砂災害警戒避難確保計画（マニュアル）を使う際の基本的な考え方】
○当施設は、施設内避難可能タイプ です。
○本マニュアルは、土砂災害が発生する前からの、自主的な避難の判断を行う際の行動基準を定めたものです。
○本部員は、マニュアルに従い「誰が」、「いつ」 、「何を」行うのか確認、判断してください。
○また、災害対応時に必要な情報をまとめた「様式」も熟読の上、入所者等の安全を第一に考え、速やかに対応しましょう。

第一次体制
[第二次体制移行に備えた情報収集]

◆参集基準
天気予報において強い雨への注
意が呼びかけられたとき

第二次体制
[施設利用者の避難準備]

◆参集基準

大雨注意報が発表されたとき

第三次体制
[施設利用者の避難開始可能]

◆参集基準
大雨警報(土砂災害)が発表された
とき
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第一次～三次の体
制に応じて対応す
ること

第三次体制時にお
いて、避難開始を
基準とした対応を
すること

◆必要な情報例
□気象情報（大雨注意報、天気予報
等）、□土砂災害警戒情報、□土砂災
害警戒判定メッシュ情報、□雨量情報、
□河川水位情報、□避難情報 等

◆避難判断の基準
以下の情報を１つでも確認したら速やかに施設内避難を開始！

□大雨警報（土砂災害）が に出され、かつ土砂災害危険度情報の
時系列グラフにおいて予測値が判定基準線を上回ると予測される

□土砂災害警戒情報が高崎市に出されている
□メッシュ番号 154の土砂災害警戒判定メッシュ情報が着色されている
□高崎市から「待機・準備の呼び掛け」があった
□職員が、土石流等が発生する前兆現象を確認した
□

避難
開始 ◆避難が必要な場所
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各体制の参集基準
に基づき施設に出
勤すること


